
共催：大学間連携災害ボランティアネットワーク
　　　東北学院大学災害ボランティアステーション
　　　復興大学災害ボランティアステーション

裏面も
ご覧ください

2020年度大学間連携災害ボランティアシンポジウム

ポストコロナにおけるポストコロナにおける
� 災害ボランティアのあり方� 災害ボランティアのあり方
－東日本大震災から10年、新たな時代にわたしたちが目指すもの－

2020年12月12日㈯
13時00分〜16時10分（予定）
Zoom Webinarによるオンライン開催

参加無料
シンポジウムへの参加登録フォームは東北学院大学災害ボランティ
アステーションのホームページ（https://www.tohoku-gakuin.
ac.jp/volunteer/）内でご案内いたします



【問合せ先】
大学間連携災害ボランティアネットワーク事務局（東北学院大学災害ボランティアステーション）
〒980-8511　仙台市青葉区土樋一丁目３-１
東北学院大学 土樋キャンパス内　７号館２階総務部地域連携課
TEL：022-264-6521　FAX：022-264-6522　MAIL：tgvolu@mail.tohoku-gakuin.ac.jp

開会挨　拶挨　拶 大西　晴樹（東北学院大学長）
13：00〜13：10

基調講演

室﨑　益輝氏（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科 研究科長）

セッション１セッション１
13：10〜14：10

休　憩休　憩
14：10〜14：20

基調報告

東北学院大学より

セッション２セッション２
14：20〜14：50

休　憩休　憩
14：50〜15：00

パネリスト：
　山北　翔大氏　 （熊本学園大学学生）
　堀田　ちひろ氏 （神戸大学学生）
　山口　栞奈氏　 （中央大学学生）
　吉沢　美香　　 （東北学院大学学生）
コーディネーター：
　杉浦　健氏　　 （共働プラットホーム ボランティアコーディネーター）

パネルディスカッションセッション３セッション３
15：00〜16：00

閉会 泉　正樹
（東北学院大学災害ボランティアステーション所長・同経済学部教授）

挨　拶挨　拶
16：00〜16：10

プログラム内容プログラム内容

ポストコロナにおけるポストコロナにおける
� 災害ボランティアのあり方� 災害ボランティアのあり方
－東日本大震災から10年、新たな時代にわたしたちが目指すもの－


